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学位論文題名 

The role of sika deer in the transmission of Borrelia spp. in 

Hokkaido, Japan. 

（北海道における Borrelia spp.の伝播に対する鹿の役割） 

 

 本研究は、異なるボレリア種の伝播にシカがどのような役割を果たしているかを

調べたものである。シカの個体数が過剰に増加すると、森林および農作物への被害

が発生するとともに、人獣共通感染症に対するシカの関与が増大することになる。

本研究では、北海道東部地域（知床および標津）において有害駆除により捕殺され

た野生エゾシカ（Cervus nippon yesoensis）およびシカ寄生ダニを収集するとと

もに、野外におけるダニを採取し、回帰熱およびライム病ボレリアについて PCRお

よびリアルタイム PCRにより検出を試みた。 
まず、最近北海道で見つかった回帰熱ボレリアに関して調べた。その結果、

Borrelia lonestari 様回帰熱ボレリアが、道東の野生シカおよび Haemaphysalis

ダニから検出された。今回調べられたシカの血液サンプルにおける Borrelia 

lonestari様ボレリアの感染率は 10.6％であった。シカの中では幼若個体（21.9％

）の方が成熟個体（9.4％）より有意に感染率が高かった。また、2カ所の調査地、

すなわち知床（17％）と標津（2.8％）における感染率に有意な差がみられた。地

域差という点では、野外で収集されたダニの種類においても差がみられた。すなわ

ち、知床では Haemaphysalis spp.が Ixodes spp.より多かったのに対して、標津で

は逆に Ixodes spp.の方が Haemaphysalis spp.より多かった。リアルタイム PCRに

より B. lonestari 様ボレリアは成ダニ Haemaphysalis spp. 290匹中 2匹で、若ダ

ニ Haemaphysalis spp. 76プール中 4プールで検出された。本研究により初めて、



Haemaphysalis spp.から B. lonestari様ボレリアが検出され、また、B. lonestari

様ボレリアの系統分類解析結果が示された。これらの結果より、Haemaphysalis spp.

が B. lonestari 様ボレリアのベクターとなっていることが強く示唆され、このダ

ニの分布が B. lonestari様ボレリアの感染率に影響していると考えられる。 
次に、通常のベクターと自然宿主との関係とは異なる観点から、シカのライム病

ボレリアに対する役割が調べられた。すなわち、シカにおけるライム病ボレリアの

感染率は極めて低かったことから、シカが自然宿主でないことが強く示唆された。

そこで、シカに寄生していたダニおよび野外から採取されたダニにおけるライム病

ボレリアの感染率を比較した。その結果、野外の成ダニで 42％、若ダニで 6％であ

ったが、シカに寄生した成ダニで 3％、若ダニで 1％と低かった。一方、回帰熱ボ

レリアで同じ Ixodesダニをベクターとする B. miyamotoiの感染率は、野外ダニお

よびシカ寄生ダニ間で差がなく、共に 1％以下であった。それゆえ、北海道におけ

るシカはライム病ボレリアに対してダニの感染率を低下させる役割を果たしてい

ると考えられる。 
本研究では、北海道における回帰熱およびライム病ボレリアのシカおよびダニに

おける感染率を求め、これらボレリア伝播に対するシカの役割について検討した。

これらの知見は、人獣共通感染症である回帰熱およびライム病ボレリアの疫学上重

要な知見を提供している。よって審査員一同は、上記学位論文提出者李景利氏の学

位論文は、北海道大学大学院獣医学研究科規程第６条の規定による本研究科の行う

学位論文の審査等に合格と認めた。 

 


